
平成２７年度     年間指導計画 

荻窪小学校・久我山小学校 第４学年 
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荻窪小学校の目指す児童像 

「自分や他人を認め、協力し、進んで最後まで活動に取り組む子」 

久我山小学校の目指す児童像 

「自分も相手も大切にし、失敗を恐れずに挑戦する子」 

「自尊感情測
定尺度」（1 回
目）で学級の児
童の実態を把
握する。 

児童相互の関係を把握する。 

自分のよさや友達のよさの発見に着目した指導を実施する。 

この１年間での自分や他者のよ
さの、伸びや高まりを実感でき
る指導を実施する。 

保護者会で子
どもの実態を
知らせる。 

個人面談で子ど
もについて共通
理解を図る。 

2 学期の指導の

方向性を検討す

る。 

自分らしさを受け止め、高学年への意欲を高める。 「自尊感情測定
尺度」（2回目）
で学級の児童の
実態を把握す
る。 

「自尊感情測
定尺度」（3 回
目）で学級の児
童の実態を把
握する。 

「自尊感情測
定尺度」（4 回
目）で学級の児
童の実態を把
握する。 

学級活動 

高学年へ向けて

の自覚を持たせ

る。学級目標づ

くりをする。 

子供園との交流給食 

子供園の園児のためにでき

ることを考え、実行し、で

きたことを認めさせる。 

運動会 
表現活動を通し
て、支え合うこと
の大切や励まして
くれる人の存在に
気付く。 

学習発表会 
自分が取り組んだ

作品を発表する。

鑑賞を通して、友

達の作品のよさを

見付けさせる。 

人権カレンダー 
友達の存在の大切さや、多くの人が関わ
り生活していることに気付かせる。 

地域清掃、ユニセフ募金 
世界や地域などに目を向
け貢献意欲を高める。 

さくら草まつり（荻窪） 
久我山まつり（久我山） 
自分たちでやろうと決めたことは最
後まで粘り強く取り組ませる。 

1 年生を迎える会 

入学を喜ぶとと

もに、下級生に

優しく接しよう

とする態度を育

てる。 

運動会 

表現活動を通

して、支え合う

ことの大切や

励ましてくれ

る人の存在に

気付かせる。 

保護者会で子
どもの実態を
知らせる。 

学芸会 
進んで美しいも
の・よりよいもの
を創りだすことに
関心をもち，自分
の個性を生かそう
とする意欲をもた
せる。 

６年生を送る会 
卒業生に今まで
の感謝の気持ち
を伝えさせる。 

国語「ばらばら言葉を聞き取ろう」 
音読発表会を通して互いのよさを
伝え合わせる。 

国語「よりよい話し合いをしよう」 
司会者・参加者の役割を決めて話し合
いに積極的に参加するようにする。 

総合「感謝の気持ちを伝えようプロ
ジェクト」 
家族の支えに気付く。 
学習したことを生かして，家族のため
にがんばろうとする意欲を高める。 

総合「チョコレートＣＭを作ろう」 
友達と協力してＣＭを作ることを通
して、コミュニケーション力の基礎を
養い。人と関わろうという意欲を高め
る。 

総合「自分探検ＣＭを作ろう」 

自分らしさを発見する。 
自分らしさを自覚し、相互理解のよ
さを体験することを通して、人と関
わろうとする意欲を高める。 

 

体育 
出来るようになりたい技や上手くな
りたい技をきめ、努力する。 
技の発表会をすることで成果を発表
する場を作る。 
ペア（グループ）学習を通して、教え
合いささえ合いができるようにする。 

小集団活動 
ペアやグループで学習させること
により、友達と支え合っているこ
とや協力することのよさについて
気付かせる。 

伝え合い・学び合い 
小集団活動などを通して、自分の
考え方や意見を人に伝えること
により、考え方の相違点・一致点
に気付き、理解者の存在や相互理
解の大切さを気付かせる。 

発表の工夫 
考えを書く児童と説明する児童を
わけることで、友達の考え方を理
解する態度を育てる。 
友達の考えや発表の仕方の良かっ
たことを出すことで、自己を肯定
的に見ることができるようにす
る。 

ノート指導 
学習の振り返りで、自分の頑張っ
たことや友達の良かった意見を書
かせることで、自分のよさや友達
のよさについて気付かせる。 

既習事項を生かして課題を解決す
る 
学習のつながりを意識すること
で、「できるようになった。」「一人
でできた。」という自分の努力を評
価する。 
 

思いやり・親切 
相手のことを思いやり、進んで
親切にする精神を養う。 

生命尊重 
生命の尊さを感じ取り、友達や家
族の大切さに気付かせる。 

信頼友情 
友達と互いに理解し合い、助
け合う心を養う。 

個性の伸長 
自分の特徴に気付き、よいと
ころを伸ばす。 

思いやり・親切 
相手のことを思いやり、進
んで親切にさせる。 

総合「二分の一成人式」 
10 歳まで育った区切りに、理解者の存在や周りの人々
に支えられていることに気付かせる。 

係活動 

自分たちで、責任を持って係活動を行われ

ることで、学級の友達のためにできること

を考え、学級への貢献意欲を高める。 

認め合う場 

帰りの会で、友達のよかったとこ
ろを発表させ、認め合うことので
きる学級風土をつくる。 

音楽「表現（歌唱・器楽・音楽づくり）」≪通年≫ 
表現や鑑賞等の幅広い活動を通して、自分の表現のよさや個性について気付
かせる。 

国語「だれもが関わり合えるように」 
バリアフリーについて、自ら課題を見
つけ、資料から調べ、人との関わりに
ついてを学ばせる。 
 
 
 

国語「ごんぎつね」 
登場人物の気持ちを自分の考え
をもち、友達の考え聞いて考え
を深めさせる。 
 

国語「詩を楽しもう」 
詩を読み、詩の中の登場人物になりきっ
てグループで協力して群読みをさせる。 

即習事項の掲示 

単元の学習内容が見えることで、
安心して授業に取り組むことが
できる環境をつくる。 

褒め方の工夫 

場 ：個別、全体 
伝え方：何がいいのか具体的に 
内 容：できたこと 取り組んだこと 

取り組もうとしたこと 

教室整備 

余計なものは置かない。 
整理整頓をする。 

言葉掛けの工夫 

「～はだめ」× 「～しよう」○

プラスの言葉掛けを意識する。 
 

 
図工 版画「なぞのうちゅう人」木工作「ギコギコトントン」 
自分たちの作品や製作の過程を賞して、よさや面白さを感じ取ら
せる。 

総合 巻物の手紙 
身近な人に向けて、目に
見えない感謝を巻物の手
紙にしたためさせる。 
 

総合「共に生きる－心のバリアフリ
ーを目指して」 
障がいがある方の生活の苦労を知り、
誰もが多くの人と関わり合って生き
ていることに気付かせる。 

会社パーティ 
友達と仲良く協力しな
がら、楽しく活動した
り、自分の役割を果たし
たりして活動できるよ
うにする。 

荻窪小学校での取り組み 久我山小学校での取り組み 荻窪小学校・久我山小学校共通の取り組み 

≪通年≫絵手紙活動 
絵手紙での交流を通して、自分の行動が人の役に立って
いることに気付かせる。 

≪通年≫縦割り班活動 
異学年交流を深め、思いやりの心
を育てる。 

≪通年≫構成的グループエンカンター 
エクササイズを通して、友達の考えのよさや違いを知り、肯定的に認め合えるようにさせる。 


